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間
の
指
定
確
認
検
査
機
関
に
「
確
認
申
請
書
」
を
提

出
し
、
建
築
基
準
法
の
基
準
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
工
事
が
完
了
し
た
と
き
に
は
、
完
了
検

査
を
受
け
て
、
完
成
し
た
建
物
が
基
準
に
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
前
記
の
確
認
申
請
が
必
要
・
不
要
に
関
わ
ら
ず
、

　

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
物
を
建
て
る
と
き
に

１０は
「
工
事
届
」（
何
も
建
て
ず
に
除
却
す
る
だ
け
の

場
合
は
「
除
却
届
」）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
一
部
の
小
規
模
な
も
の
を
除
い
て
、
建
物

は
、
資
格
を
持
つ
建
築
士
が
設
計
し
、
ま
た
、
図
面

ど
お
り
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

工
事
監
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
、
最
寄
の
建
築
士
事
務
所
や
、
建
設

会
社
に
所
属
す
る
建
築
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
（
�
�
６
１
１
８
）

ルールルールをを守り守り
住みよい家、住みよい家、魅力的魅力的なな
ままちちをつくりましょうをつくりまし ょ う

 

建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
と
き

�
建
物
の
新
築
・
増
築
な
ど
を
す
る
場
合
に
は
、
工

事
に
着
手
す
る
前
に
、
市
の
都
市
整
備
課
ま
た
は
民

　

家
や
建
物
の
新
築
・
増
築
等
を
す
る
時
は
、建
築
基
準
法
な
ど
の

法
律
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
合
う
よ
う
に
し
、ま
た
、必
要
な
手
続

き
を
行
う
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ル
の
主
な
意
義
と
し
て

次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

○
消
費
者（
建
築
主
）の
利
益
の
保
護

　

建
物
を
安
全
・
快
適
に
使
う
た
め
に
、最
低
限
必
要
な
様
々
な
技

術
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。せ
っ
か
く
多
額
の
費
用
を
か
け

て
建
て
て
も
、こ
の
基
準
に
合
わ
な
い
建
物
は
欠
陥
品
と
言
え
る

と
と
も
に
、ひ
ど
い
場
合
は
、日
常
の
使
用
に
も
支
障
を
き
た
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
ま
ち
の
秩
序
や
調
和
を
保
ち
魅
力
を
創
造

　

建
物
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
主
の
思
い
に
よ
り
、そ
の
時
期
や
姿

形
は
、１
軒
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
に
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。こ
の
た

め
、予
め
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
適
合
さ
せ
て
建
て
る

こ
と
で
、結
果
的
に
ま
ち
の
秩
序
や
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

交
通
環
境
の
悪
化
防
止
や
、火
災
の
延
焼
拡
大
の
防
止
な
ど
、防

災
面
で
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

・階数が２以下、かつ面積が

１００㎡ 以下の木造建物

・階数が２以下、かつ面積が

３０㎡ 以下の鉄骨造や鉄筋コ

ンクリート造等建物

※上記以外の建物は、建築士

でなければ設計できません。

◎都市計画区域内（上市から

石蟹にかけて定めている区

域）

・原則として区域内で建物を

新増築する全ての場合

◎都市計画区域以外

・階数が３以上、または面積

が５００㎡ を超える、または高

さが１３ｍ を超える木造建物

・階数が２以上、または面積

が２００㎡ を超える鉄骨造や

鉄筋コンクリート造等建物

・面積が１００㎡ を超え、多数

の人が利用するなどの一定

用途の建物

建築確認が必要な場合

建築士以外でも設計できる建物
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※
新
築
工
事
な
ど
で
も
、
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
こ
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
（
�
�
６
１
１
８
）

 
規
模
の
大
き
な
建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
と
き

�
２
’０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
を
新
築
・

増
築
な
ど
す
る
場
合
に
は
、
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、

市
の
都
市
整
備
課
に
対
し
て
省
エ
ネ
法
に
関
す
る
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
が
利
用
す
る
よ
う
な
２
’

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
を
新
築
・
増
築

な
ど
す
る
場
合
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
準
に

合
わ
せ
て
設
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
準

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
建
築
確
認
の
審
査
に
合
格
し

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
（
�
�
６
１
１
８
）

 

農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

　

農
地
を
転
用
し
、
家
を
建
て
た
り
、
資
材
置
場
や

駐
車
場
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
許
可
を
受
け
た
後

で
な
け
れ
ば
、
工
事
な
ど
に
着
手
で
き
ま
せ
ん
。
自

分
が
利
用
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
転
用
目
的
で
売

っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
場
合
や
、
一
時
的
に
農
地

以
外
に
す
る
場
合
も
同
じ
で
す
。

　

農
地
の
転
用
を
計
画
す
る
と
き
は
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
�
�
６
１
０
６
）

 

建
物
を
取
り
壊
そ
う
と
す
る
と
き

　
　

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
を
解
体
す
る
と
き

８０
は
、
工
事
に
着
手
す
る
７
日
前
ま
で
に
、
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
る
届
出
を
、
市
の
都
市
整
備
課
に
提

出
し
、
適
正
に
分
別
解
体
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
工
事
を
依
頼
す
る
業
者
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

建築確認手続き�
陰申請手続き委任�
　設計依頼・工事監理依頼�

隠
「
確
認
申
請
書
」
提
出�

韻
「
確
認
済
証
」
交
付�

吋「確認済証」渡し�

羽「完了検査申請書」提出�

烏
工
事
完
成�

右
工
事
依
頼�

迂完了検査・「検査済証」交付�

建築士�
（代理人）�

都市整備課または�
指定確認検査機関�施工業者�

建築主�

宇工事監理�

建築に関する業務は市役所が行います。

　４月１日から、建築確認などの建築に

関連する次の業務について、受付窓口お

よび許認可等の権限が、県から市の都市

整備課に変わります。

・建築基準法に関する業務

・建設リサイクル法の届出等

・耐震改修促進法に関する業務

・省エネ法（建築物に限る）に関する業務

・バリアフリー法（建築物に限る）に関する業務

・岡山県福祉のまちづくり条例の届出等

■問い合わせ先
　都市整備課（��６１１８）

平成１９年４月１日から
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投
票
で
き
る
人

　

こ
の
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満　

歳
以
上
の
日

２０

本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以

上
岡
山
県
内
に
住
ん
で
お
り
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日

当
日
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人

で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
岡
山
県
議
会
議

員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
時
登
録

（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
登

１９

２９

録
資
格
の
あ
る
人
を
同
日
に
登

録
）
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
満　

歳
以
上
の
日
本
国
民
（
昭

２０
和　

年
４
月
９
日
以
前
（
９
日

６２
を
含
む
）
に
生
ま
れ
た
人
）

②
引
き
続
き
３
か
月
以
上
岡
山
県

内
に
住
ん
で
い
る
人
（
平
成　
１８

年　

月　

日
か
ら
引
き
続
き
、

１２

２９

新
見
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
）

③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投

票
日
当
日
、
選
挙
権
の
あ
る
人

※
な
お
、
選
挙
人
名
簿
は
、
３
月

　

日
（
８
時　

分
〜　

時
）
に
、

３０

３０

１７

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
に
供

し
ま
す
の
で
、
新
た
に
登
録
さ
れ

た
人
を
確
認
す
る
場
合
は
縦
覧
く

だ
さ
い
。

 

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
４
日

�
頃
ま
で
に
、
世
帯
毎
に
封
書
で

郵
送
し
ま
す
。
投
票
の
際
は
、
そ

れ
を
お
持
ち
に
な
り
、
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
名
は
入
場
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
確
か
め

の
う
え
、
投
票
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
立
候
補
の
状
況
に
よ
り

無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
、
入
場

券
は
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
の
資
格
が
あ
る
人

で
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
も
し
、

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

投
票
当
日
に
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
入
場
券
の
再
交
付
を
受
け
れ
ば
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

期
日
前
投
票

　

４
月
８
日
の
選
挙
当
日
、
仕
事

や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
出
向
い

て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
に
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
期
日
前
投
票
は
、
３
月　
３１

日
�
〜
４
月
７
日
�
の
期
間
、
毎

日
８
時　

分
〜　

時
ま
で
、
新
見

３０

２０

市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各

支
局
の
い
ず
れ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

４
月
８
日
�
は
、
岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
か
ら
は
、
県
内
の
選
挙
区
と
定
数
が
見
直
さ
れ
、
県
下　
１８

選
挙
区
で　

人
の
議
員
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５６

　

新
見
市
で
は
、
従
来
の
「
新
見
市
・
阿
哲
郡
選
挙
区
」
か
ら
「
新
見
市

選
挙
区
」
に
選
挙
区
名
が
改
め
ら
れ
、
市
内
で
１
名
の
議
員
を
選
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
岡
山
県
政
を

担
っ
て
い
く
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ

ひ
投
票
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
�
�
６
１
５
２
） 

託託託託託託
すすすすすす
人人人人人人
私私私私私私
がががががが
選選選選選選
ぶぶぶぶぶぶ

託
す
人 
私
が
選
ぶ 
ここここここ
のののののの
選選選選選選
挙挙挙挙挙挙

こ 
の
選
挙

 施　設　名名　　称

山村開発センター新見期日前投票所

大佐源流振興館大佐期日前投票所

神郷保健センター神郷期日前投票所

新見市哲多支局哲多期日前投票所

新見市哲西支局哲西期日前投票所

期日前投票所

投票日 ４月８日（日）　投票時間 ７時～１８時
※新見市選挙区では、投票終了時間を２時間繰り上げていますので、ご注意ください。

4月8日 （ 日 ） は 、
岡山県議会議員選挙の投票日 で す 。
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郵
便
等
に
よ
る 

 

不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜

３
級
）、
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別

項
症
〜
第
３
項
症
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
、
お
よ
び
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護

５
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
障

害
の
部
位
等
に
よ
っ
て
、
在
宅
の

ま
ま
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

郵
便
投
票
制
度
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
こ

れ
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
を
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
請
求
期
限
は
、
４
月
４
日

�
ま
で
で
す
。

 

県
内
で
住
所
を 

 

移
し
た
人
の
投
票

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
県
内
の
他
市
町
村
に
住

所
を
移
転
（
た
だ
し
、
１
回
に
限

る
）
し
た
人
は
、
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
新
住
所
地

の
市
町
村
長
の
証
明
が
あ
れ
ば
、

旧
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
証
明
書
に
つ
い
て

投票所名称投票区名

まなび広場にいみ新見第１投票区

城山体育館新見第２投票区

新見商工会館新見第３投票区

備中県民局新見支局新見第４投票区

正田ふれあいセンター新見第５投票区

唐松市民センター新見第６投票区

石蟹ふれあいセンター新見第７投票区

長屋公会堂新見第８投票区

井倉市民センター新見第９投票区

井倉公民館含翠分館新見第１０投票区

法曽農作業準備休憩施設新見第１１投票区

草間市民センター新見第１２投票区

宮原公会堂新見第１３投票区

井倉野公会堂新見第１４投票区

足見ふれあいセンター新見第１５投票区

大原管理所新見第１６投票区

土橋交流センター新見第１７投票区

湯川一区集会所新見第１８投票区

豊永市民センター新見第１９投票区

森国公会堂新見第２０投票区

栩尾公会堂新見第２１投票区

川筋公民館新見第２２投票区

重福寺新見第２３投票区

消防北部分団第１部乙原機庫新見第２４投票区

下黒谷集会所新見第２５投票区

指野集会所新見第２６投票区

中熊谷地区コミュニティハウス新見第２７投票区

下熊谷小学校体育館新見第２８投票区

菅生市民センター新見第２９投票区

三社女躰神社新見第３０投票区

青地集会所新見第３１投票区

花見公会堂新見第３２投票区

井原郷土文化伝承館新見第３３投票区

成地公会堂新見第３４投票区

千屋市民センター新見第３５投票区

旧実小学校体育館新見第３６投票区

福本ふれあいセンター新見第３７投票区

坂本地区コミュニティハウス新見第３８投票区

投票所名称投票区名

上市市民センター新見第３９投票区

西方ふれあいセンター新見第４０投票区

小南消防会館新見第４１投票区

吉原公会堂新見第４２投票区

足立会館新見第４３投票区

新見市大佐支局大佐第１投票区

交流センター大佐第２投票区

田治部小学校大佐第３投票区

東山会館大佐第４投票区

平松館大佐第５投票区

布瀬地域交流ほっとサロン大佐第６投票区

勘定会館大佐第７投票区

旧淳和小学校大佐第８投票区

旧大井野中学校大佐第９投票区

源流の家大佐第１０投票区

神郷保健センター神郷第１投票区

神代小学校体育館神郷第２投票区

神郷公民館笹尾分館神郷第３投票区

油野小学校体育館神郷第４投票区

神郷三室体育館神郷第５投票区

神郷公民館高瀬分館神郷第６投票区

新郷市民センター神郷第７投票区

神郷公民館三坂分館神郷第８投票区

哲多総合センター哲多第１投票区

哲多郷土文化館哲多第２投票区

哲多Ｂ＆Ｇ海洋センター哲多第３投票区

夢ひろば萬歳哲多第４投票区

井原コミユニテｲハウス哲多第５投票区

金ボタル交流館哲多第６投票区

新砥公民館哲多第７投票区

大田ふれあいセンター哲多第８投票区

畑木集会所哲西第１投票区

本区生活改善センター哲西第２投票区

下野部集会所哲西第３投票区

きらめき広場･哲西哲西第４投票区

哲西公民館矢神分館哲西第５投票区

下タ集会所哲西第６投票区

岡山県議会議員選挙（新見市選挙区）投票所一覧

は
、
新
住
所
地
の
市
町
村
の
住
民

票
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

開
票
の
日
時
・
場
所

【
日
時
】

　

４
月
８
日
�　
　

時　

分
〜

２０

１５

【
場
所
】

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室

 

投
票
所
が 

 

変
更
に
な
り
ま
す

　

新
見
第
４
投
票
区
（
高
尾
、
西

方
）
の
投
票
所
が
、
新
見
第
一
中

学
校
か
ら
、
岡
山
県
備
中
県
民
局

新
見
支
局
に
変
わ
り
ま
す
。

　

該
当
投
票
区
の
人
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

 

選
挙
に
は
大
切
な 

 

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
基
本
と

な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

有
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
候
補

者
の
政
見
な
ど
を
十
分
見
極
め
て
、

自
覚
を
も
っ
て
投
票
に
臨
み
ま
し

ょ
う
。

　

買
収
・
供
応
な
ど
の
選
挙
違
反

を
一
掃
し
、
自
由
で
明
る
い
投
票

が
で
き
る
よ
う
、
選
挙
の
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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水稲のの 生産調整生 産 調 整水稲のの 生産調整生 産 調 整
水
稲
作
付
面
積
目
標
の 

配
分
が
決
ま
り
ま
し
た

　

新
見
市
へ
の
平
成　

年
産
水
稲

１９

作
付
面
積
は
、
１
’３
１
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

　

市
、
農
協
、
農
家
の
代
表
、
関

係
行
政
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
新

見
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、

平
成　

年
度
の
作
付
面
積
目
標
と
、

１９

配
分
方
法
や
配
分
率
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
水
稲
農
家

の
み
な
さ
ん
に
は
、
３
月
中
旬
頃

に
平
成　

年
度
の
実
施
計
画
書
を

１９

【参考】Ｈ１８
交付単価
（上限）

Ｈ１９
交付単価
（上限）

内　　　容区分

３０， ０００円
３０， ０００円

大豆
　・個人又は生産組合で取組面積１ha以上
　　生産組合：５戸以上の農家で規約・名

簿等が整っている組織

土地利用
型作物

１０， ０００円　・上記以外

２０， ０００円１０， ０００円小豆

２０， ０００円

２０， ０００円
飼料作物（青刈り稲も含む）
　・畜産農家（家畜共済加入者）

１０， ０００円

　・上記以外の農家で、畜産農家と供給
契約のあるもの（作付はしているが供
給契約がないものは「地力増進作物」
となります。）

３０， ０００円３０， ０００円

ホールクロップサイレージ(発酵粗飼料稲)
　・専用稲を作付けし、集落又は隣接する
農地で、作業を一体的に行っている所

　・取組面積は５０ａ以上
　・畜産農家との契約が必要

３０， ０００円３０， ０００円ピオーネ（新植から３年間、ただし２１年度まで）地域振興
作物等 ３０， ０００円トマト

３０， ０００円３０， ０００円そば

３０， ０００円１０， ０００円
アスパラガス
（新植から３年間、ただし２１年度まで）

２０， ０００円３０， ０００円リンドウ（新植から３年間、ただし２１年度まで）

３０， ０００円１０， ０００円トルコキキョウ

２０， ０００円１０， ０００円菊類

２０， ０００円１０， ０００円カーネーション

３０， ０００円３０， ０００円
どじょう養殖水田
※ほ場の位置等、十分地域の同意のもと
に実施してください。

１０， ０００円５， ０００円調整水田（水張水田で不作付の状態）生産調整
作物等

１０， ０００円５， ０００円
景観形成作物
（レンゲ、コスモス、ひまわり、菜の花）

１０， ０００円５， ０００円
地力増進作物（青刈稲、飼料作物、トウモ
ロコシ、クローバー、レンゲ）

１０， ０００円１０， ０００円
３年以上の利用権設定をし、１０ａ以上につ
いて借り手に対して助成。（ただし初年度
のみ）

土地利用
集積に係
る奨励金

（注）１　「自己保全管理」「土地改良通年施行」「実績算入」は、交付されません。
　　　２　標記の「内容」については、３月中旬に送付する「平成１９年度水稲共

済細目書異動申告票兼水稲生産実施計画および水田農業構造改革交付
金（産地づくり対策）実施計画兼助成金申請書兼生産調整方針参加意向
確認書」の所定の欄に、必ず記入をお願いします。

度

送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
農
家
の
み
な
さ
ん
の

水
稲
作
付
面
積
目
標
に
つ
い
て
は
、

所
有
（
使
用
）
全
水
田
面
積
の
、

　

％
で
す
。
昨
年
は
市
全
体
で　

６４

５７

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
超
過
作
付
け
で
し

た
。
平
成　

年
度
も
、
計
画
的
に

１９

作
付
し
、
生
産
調
整
へ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
調
整
や
生
産
組

合
内
調
整
を
す
る
場
合
、
代
表
者

の
人
お
よ
び
全
部
転
作
で
配
分
が

必
要
な
人
は
、
担
当
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」 

メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
り
ま
す

　

水
稲
作
付
面
積
目
標
を
達
成
し
、

集
荷
円
滑
化
対
策
に
拠
出
し
た
場

合
は
、
転
作
作
付
の
内
容
に
よ
り
、

「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」
が
助
成

さ
れ
ま
す
の
で
、
有
意
義
な
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

稲
作
構
造
改
革 

促
進
交
付
金

　

米
の
価
格
下
落
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
の
要
件
、
補
て
ん
金
単

価
等
、
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
実
施
計
画
書
と
同
封
の
資
料
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
役
は
農
家 

転
作
田
を
有
効
に
活
用

　

農
家
の
み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と

り
の
目
標
達
成
が
地
域
全
体
の
達

成
と
な
り
、
全
国
的
な
食
糧
の
需

給
安
定
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
産
調
整
に
取
り
組
み
、
転
作

作
物
を
作
付
け
す
る
こ
と
は
、
助

●●●●●●●●産 地 づ く り 交 付 金
　産地づくり交付金は、集荷円滑化対策に拠出し、生産調整を達成

した農業者（生産調整実施者）に対して交付されます。

　なお、交付単価は上限となっていますので、平成１９年度の取組面

積が増えれば交付単価は下がる可能性があります。

　「集荷円滑化対策について」

　●水稲作付面積１０ａ当たり１， ５００円の拠出金が必要です。

　●加入の申し込みは、５月末にＪＡ阿新で取りまとめます。

　１０ａ当たりの単価（上限）

水水水水稲稲稲稲ののののののの 生生生生産産産産調調調調整整整整生 産 調 整
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 水稲水 稲 の生産調整 水稲水 稲 の生産調整

成
金
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
作
物

の
収
穫
や
農
地
保
全
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
積
極
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

平成 1 9 年
ト マ ト のプロになろ う

　新見市は、県下有数の夏秋トマトの産地で、３０年以上の歴史を誇っ
ています。
　この夏秋トマト産地の拡大に向けて、新たにトマト栽培に取り組む
人を対象に技術講座を開講します。
■受講資格
・新たにトマト栽培を始める人、または基礎技術習得を望む人で、家
庭菜園ではなく販売を目的に取り組む意欲のある人

・年間通じて参加の可能な人
・現地集合できる人
■参加費　無料　※一部実費が必要なことがあります。
■場　所　神郷や哲多町などのトマト栽培現地
■講　師　トマト栽培農家、新見農業普及指導センター職員
■内　容　年間を通じて栽培管理のポイントになる時期に畑に入り、

作業実習を行う。（年間６回程度）
　　　　　４月　定植
　　　　　６月　誘引、芽かぎ
　　　　　７月　収穫、出荷準備、ホルモン処理
　　　　　８月　収穫、出荷準備、ホルモン処理
　　　　　９月　選果場
　　　　　１１月　片付けと反省会
■応募締切　４月１０日�
■申し込み・問い合わせ
　新見農業普及指導センター（��９１７８）
　新見市トマトサポート協議会（ＪＡ阿新園芸課・��３１３４）
　農林課農業畜産振興係（��６１３３）

農
薬
は

　

県
内
で
は
、
保
健
所
に
よ
る
収
去
検
査
、
民
間
企
業
に
よ
る
自
主

検
査
等
で
、
食
品
衛
生
法
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、
農
作
物
に
適

用
の
な
い
農
薬
が
検
出
さ
れ
る
等
、
農
薬
使
用
基
準
違
反
が
疑
わ
れ

る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
産
の
農
作
物
生
産
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
安
全
な
農

１９

作
物
生
産
と
消
費
者
の
信
頼
確
保
の
た
め
、
次
の
点
に
留
意
し
、
農

薬
使
用
基
準
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
農
薬
を
使
用
す
る
前
に
は
必
ず
ラ
ベ
ル
の
記
載
事
項
を
読
み
、
適

用
の
あ
る
農
作
物
等
、
使
用
基
準
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
農
薬
を
使
用
し
た
日
、
場
所
、
作
物
、
農
薬
の
種
類
や
量
を
記
帳

し
て
く
だ
さ
い
。

③
農
薬
を
調
整
し
た
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
等
は
、
散
布
液
が
残
ら
な
い

よ
う
に
十
分
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

④
周
辺
の
農
作
物
等
に
農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、
十
分
配
慮
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係
（
�
�
６
１
３
３
）

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う

平成１９年度の概要

【水稲作付数量目標】

　６,８１２,３４９kg

【新見市基準反収】

　５２０kg／１０ａ

【水稲作付面積目標】

　１， ３１０ha

【配分方法】

　定率配分（ただし、昨年

全部転作の人は０． １ａ）

【配分率】

　６４％（全部転作の人の

ため、１１ha配分保留）

平成１９年度
水稲作付面積目標

就農準備講座（トマトコース）受講生募集中  水水水水稲稲稲稲水 稲 のののののの生生生生産産産産調調調調整整整整
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埋
立
ご
み
の
半
分
以
上
を
占
め

る
の
が
各
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出

る
可
燃
物
を
燃
や
し
た
焼
却
灰
で

あ
り
、
市
で
は
こ
の
焼
却
灰
を
減

ら
す
た
め
の
対
策
と
し
て
、
昨
年

９
月
か
ら
燃
え
る
ご
み
に
分
類
し

て
い
た
紙
箱
や
デ
パ
ー
ト
の
包
装

紙
な
ど
の
「
雑
紙
」
を
、
資
源
ご

み
と
し
て
回
収
す
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
少
し
ず
つ
分
別
し
て
再
資
源
化

し
て
い
き
、
可
燃
ゴ
ミ
を
少
し
で

も
減
ら
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量

消
費
・
大
量
廃
棄
す
る
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
や
生
活
様
式

を
見
直
し
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
国
が
提
案

す
る
３
Ｒ
活
動
【
R
e
d
u
c
e

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
減
ら
す
、
R
e

u
s
e
（
リ
ユ
ー
ス
）
再
使
用
、

R
e
c
y
c
l
e（
リ
サ
イ
ク
ル
）

再
生
利
用
】
を
実
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ご
み
の
少
な
い
、
環
境
に

優
し
い
地
域
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
報
の
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
哲
多
町
宮
河

内
の
水
晶
山
に
建
設
し
て
お
り
ま

し
た
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が

ま
も
な
く
完
成
し
、
４
月
か
ら
供

用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
満
杯
に
な

る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
２
年

１７

間
を
か
け
、
総
事
業
費　

億
円
で

２３

整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
最
終
処
分
場
は
、
埋
立
地

を
屋
根
で
覆
っ
た
「
ク
ロ
ー
ズ
ド

型
」
処
理
施
設
を
県
下
で
初
め
て

採
用
し
て
お
り
、
雨
水
の
流
入
や

埋
め
立
て
た
ご
み
の
飛
散
を
防
ぎ

ま
す
。

　

ま
た
、
処
理
水
を
下
流
へ
流
さ

な
い
よ
う
、
埋
立
地
内
部
に
は
二

重
の
遮
水
シ
ー
ト
と
漏
水
探
知
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
、
安
全
対
策
に

十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
環
境

に
負
荷
を
か
け
な
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
最
終
処
分
場
の
埋
立
稼
働

期
間
は
、　

年
間
を
計
画
し
て
い

１５

ま
す
が
、
さ
ら
に
長
く
使
う
工
夫

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

環境に優しい地域の実現に向けて

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

地域づ くりに ご 参 加 くだ さい
新見市各支局地域審議会委員募集

　

地
域
審
議
会
は
、
市
民
の
意
見

を
反
映
し
た
個
性
豊
か
な
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
の
基

本
構
想
や
各
種
計
画
の
策
定
・
変

更
、
特
色
あ
る
施
策
の
企
画
提
案

な
ど
、
地
域
の
行
政
施
策
に
つ
い

て
包
括
的
に
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
各
支
局
地
域
の
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

新
見
地
域
審
議
会　

６
人
以
上

　

大
佐
地
域
審
議
会　

４
人
以
上

　

神
郷
地
域
審
議
会　

４
人
以
上

　

哲
多
地
域
審
議
会　

４
人
以
上

　

哲
西
地
域
審
議
会　

４
人
以
上

■
任
期

　

平
成　

年
５
月
１
日
〜
平
成　

１９

２１

年
３
月　

日
３１

※
再
任
可
能
（
た
だ
し
、
連
続
３

期
ま
で
）

■
資
格
要
件

・
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
地
域
審

議
会
の
あ
る
支
局
管
内
に
住
所

が
あ
る
こ
と

・　

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

２０
※
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、
市
職

員
、
政
党
ま
た
は
政
治
団
体
の
役

員
や
職
員
は
委
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

■
応
募
締
切

　

３
月　

日
�　

必
着

２６

■
申
込
方
法

　

企
画
課
・
各
支
局
総
務
課
・
各

　

市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

選
考
結
果
は
、
各
個
人
宛
に
通

　

知
し
ま
す
。
ま
た
、
申
込
書
類

　

に
つ
い
て
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

　

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

　

大
佐
支
局
総
務
課

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

神
郷
支
局
総
務
課

　

（
�
�
６
１
１
１
）

　

哲
多
支
局
総
務
課

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

哲
西
支
局
総
務
課

　

（
�
�
２
１
１
１
）
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総
務
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
串
馬　

○
池
田

　

津
島
、
稲
富
、
四
木
、
榎

■
日
程

　

７
月　

日
〜　

日

１０

１２

■
視
察
場
所
と
内
容

【
岩
手
県
遠
野
市
】

・
情
報
化
計
画
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
の
運
営

【
宮
城
県
多
賀
城
市
】

・
行
政
改
革
と
行
政
評
価
（
人
事

評
価
）
制
度

【
福
島
県
会
津
若
松
市
】

・
行
政
改
革
と
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り

　

遠
野
市
は
、
公
設
で
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
遠
野
テ
レ

ビ
が
管
理
運
営
。
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
農
業
関
係
等
の
テ
レ
ビ
自

主
放
送
番
組
、
音
声
告
知
放
送
ほ

か
多
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
中
。
主
に

住
民
負
担
や
管
理
運
営
状
況
等
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

多
賀
城
市
は
、
先
駆
的
に
「
行

政
シ
ス
テ
ム
改
革
プ
ラ
ン
」
等
を

策
定
し
、
さ
ら
に
国
の
指
導
に
よ

り
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
再
策

定
。
最
終
目
標
（
H　

）
達
成
に

２１

向
け
て
の
取
り
組
み
状
況
、
住
民

へ
の
情
報
公
表
等
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　

会
津
若
松
市
は
、
市
政
百
周
年

を
迎
え
、
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
推
進
中
。
男
女
共
同
参

画
推
進
自
治
体
と
し
て
の
都
市
宣

言
、
市
職
員
の
旧
姓
使
用
を
認
め

る
施
策
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

文
教
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
山
本　

○
土
屋
晋

　

藤
澤
、
塚
本
、
山
口
、
羽
場

■
日
程

　

８
月　

日
〜　

日

２３

２５

■
視
察
場
所
と
内
容

【
京
都
市
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
】

・
学
校
跡
地
の
活
用

【
滋
賀
県
草
津
市
】

・
ゆ
う
ゆ
う
び
と
バ
ン
ク
、
地
域

　

協
働
合
校

【
福
井
県
小
浜
市
】

・
食
の
ま
ち
づ
く
り

　

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
小

学
校
施
設
を
「
市
の
芸
術
文
化
施

策
の
総
合
拠
点
」
と
し
て
改
修
。

若
き
芸
術
家
の
活
動
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
廃
校
舎
利
用
に
至
っ
た

経
緯
お
よ
び
利
用
状
況
等
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

草
津
市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
を
育
て
る
活
動
と
し
て
設

立
し
た
人
材
登
録
制
度
「
ゆ
う
ゆ

う
び
と
バ
ン
ク
」
と
、
そ
れ
を
利

用
し
た
「
地
域
協
働
合
校
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

小
浜
市
は
、
食
の
ま
ち
づ
く
り

の
生
涯
教
育
を
推
進
中
。
古
来
の

伝
統
と
恵
ま
れ
た
食
を
紹
介
す
る

食
文
化
館
を
視
察
し
、
食
を
通
じ

て
の
ま
ち
づ
く
り
の
様
子
と
効
果
、

学
校
教
育
の
中
で
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
前
田　

○
仲
田  
小
郷
、
杉

■
日
程

　

８
月　

日
〜　

日

２２

２４

■
視
察
場
所
と
内
容

【
新
潟
県
加
茂
市
】

・
在
宅
福
祉
行
政
の
推
進

【
富
山
県
射
水
市
】

・
環
境
行
政
（
エ
コ
ラ
イ
フ
・
い

み
ず
）
の
推
進

【
富
山
県
砺
波
市
】

・
子
育
て
支
援

　

加
茂
市
は
日
本
で
初
め
て
在
宅

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
、
手
厚
い
在
宅
介
護
を
実

施
中
。
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

射
水
市
は
、
環
境
に
つ
い
て
身

近
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
独
自

の
マ
ン
ガ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
い
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
環
境
紙
芝

居
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た

啓
発
を
実
施
中
。
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

砺
波
市
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
育
児
不
安
に
つ
い

て
の
専
門
的
な
相
談
を
重
点
的
に

実
施
中
。
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
面
田　

○
井
山

　

林
、
塩
飽
、
坂
口
、
土
屋
一

■
日
程

　
　

月　

日
〜　

日

１０

１７

１９

■
視
察
場
所
と
内
容

【
秋
田
県
大
館
市
】

・
農
業
政
策

【
能
代
森
林
資
源
利
用
共
同
組

合
】

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
資
源

循
環
シ
ス
テ
ム

【
秋
田
県
山
本
郡
三
種
町
】

・
農
業
政
策

　

大
館
市
は
、
人
に
や
さ
し
い
農

業
施
策
を
推
進
中
。
農
業
従
事
者

の
減
少
、
高
齢
化
お
よ
び
後
継
者

不
足
の
対
応
に
苦
慮
。
市
と
し
て

の
農
業
経
営
者
へ
の
支
援
対
策
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

能
代
森
林
資
源
利
用
共
同
組
合

は
、
隣
接
の
建
築
廃
材
中
間
処
理

業
者
か
ら
原
料
を
購
入
し
、
樹
皮

ボ
ー
ド
用
原
料
、
電
気
・
蒸
気
を

供
給
。
ま
た
松
食
い
虫
被
害
材
を

受
入
し
、
発
電
用
の
燃
料
と
し
て

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

三
種
町
は
、　

年
間
で
農
業
就

１６

業
人
口
が
半
減
す
る
中
、
新
規
農

業
者
が
農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
施

策
を
模
索
中
。
官
民
の
活
力
の
利

活
用
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
坂
口　

○
津
島

　

山
口
、
串
馬
、
前
田
、
面
田

　

山
本
、
土
屋
一
、
榎
（
議
長
）

■
日
程

　
　

月　

日
〜　

日

１１

１６

１７

■
視
察
場
所
と
内
容

【
大
阪
府
大
東
市
、
京
都
府
亀
岡

市
】

・
議
会
運
営
全
般

　

議
会
審
議
の
活
性
化
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
の
取
り
組
み
な
ど
、

議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
、
今
後

の
議
会
運
営
に
資
す
る
た
め
に
調

査
研
究
し
ま
し
た
。

 

平
成　

年
度

１８

市
議
会
行
政
視
察
報
告

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
５
１
）
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各
種
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す

（
申
請
が
必
要
で
す
。）

■
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
特
別
障
害
者
手
当

は
在
宅
の　

歳
以
上
の
人
に
、

２０

障
害
児
福
祉
手
当
は　

歳
未
満

２０

の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
新
見
市
心
身
障
害
児
福
祉
年
金

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜
６

級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
〜
３
級
）
の
い
ず
れ
か

の
交
付
を
受
け
て
い
る　

歳
未

２０

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
人

に
、
そ
の
障
害
に
あ
わ
せ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　

歳
未
満
の
精
神
ま
た
は
身
体

２０に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当

　

父
親
の
い
な
い　

歳
未
満
の
児

１８

童
を
監
護
し
て
い
る
母
親
な
ど

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
父
子
家
庭
児
童
養
育
手
当

　

母
親
の
い
な
い　

歳
未
満
の
児

１８

童
を
監
護
し
て
い
る
父
親
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
手
当

　

人
工
透
析
療
法
の
た
め
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
腎
臓
機
能

障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
）
に
対
し
、
通
院
費
の
一
部

を
給
付
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法 

　
　
　
　
　

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

■
介
護
給
付

　

障
害
程
度
が
一
定
以
上
の
人
に

生
活
上
ま
た
は
療
養
上
必
要
な

介
護
を
行
い
ま
す
。

（
例
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
支
援
な
ど

■
訓
練
等
給
付

　

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ

な
が
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
例
）
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支

援
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

■
補
装
具
費
の
支
給

　

補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か
か

る
費
用
の
原
則
１
割
を
自
己
負

担
、
９
割
を
市
で
負
担
し
ま
す
。

■
地
域
生
活
支
援
事
業

　

障
害
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る

体
制
を
つ
く
り
、
様
々
な
事
業

を
行
い
ま
す
。

（
例
）
相
談
支
援
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
、
移
動
支
援
、
社
会
参

加
促
進
事
業
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

からのお知らせ

社 会
福 祉 課

　

新
見
市
神
郷
紙
の
館
・
水
車

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
民
間

の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、

経
費
の
節
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
指
定
管
理
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
経
営
対
象
業
務

　

新
見
市
神
郷
紙
の
館
・
水
車

施
設
お
よ
び
附
帯
す
る
施
設

の
経
営
に
関
す
る
す
べ
て
の

業
務

■
応
募
資
格

　

法
人
ま
た
は
団
体

※
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
指
定
管
理
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
５

１９

年
以
内

■
運
営
条
件

・
利
用
料
金
収
入
は
す
べ
て
指

定
管
理
者
の
収
入
に
な
り
ま

す
。

・
施
設
の
管
理
運
営
に
必
要
な

全
費
用
負
担
は
、
施
設
利
用

料
金
等
の
収
入
で
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
た

場
合
は
、
毎
年
事
業
年
度
終

了
後
に
利
益
還
元
金
を
支
払

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
そ
の
他
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

「
応
募
要
項
」
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

管
理
運
営
を
希
望
す
る
法
人

ま
た
は
団
体
は
、
指
定
管
理

者
申
請
書
お
よ
び
経
営
審
査

書
類
を
市
に
提
出
し
、
審
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
要
項
等
の
配
布

　

応
募
要
項
、
申
請
書
等
は
３

月
７
日
�
ま
で
、
新
見
市
神

郷
支
局
経
済
建
設
課
で
配
布

し
ま
す
。

■
申
請
書
・
審
査
書
類
の
提
出

日

　

３
月
９
日
�　

９
時
〜　

時
１７

■
申
請
等
提
出
・
問
い
合
わ
せ

先

　

新
見
市
神
郷
下
神
代
３
９
３

６

　

新
見
市
役
所
神
郷
支
局
経
済

建
設
課

　

（
�
�
６
１
１
３
）

神郷紙の館・水車神郷紙の館・水車指定管理者募集中
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の
問
い
合
わ
せ
に
は
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・
所
有
者
な
ど
の
登
記
情
報
は
、

所
管
の
法
務
局
で
閲
覧
し
て
く

だ
さ
い
。

・
目
的
外
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
縦
覧
帳
簿

の
コ
ピ
ー
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

課
税
台
帳
の
閲
覧

■
閲
覧
期
間

　

４
月
２
日
�
〜

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

※
閉
庁
日
を
除
く

■
閲
覧
場
所

 

土
地
・
家
屋
評
価
格
等
の
縦
覧

■
縦
覧
期
間

　

４
月
２
日
�
〜
５
月
１
日
�

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

※
閉
庁
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課
資
産
税
係
・
各
支
局

■
縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）、
納

税
管
理
人

■
縦
覧
手
数
料　

無
料

■
注
意
点

・
自
分
の
土
地
以
外
の
土
地
も
縦

覧
で
き
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
た
め
、
所
有
者
な
ど

　

税
務
課
資
産
税
係
・
各
支
局

■
閲
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）、
納

税
管
理
人
、
借
地
・
借
家
人
、

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）
お
よ

び
納
税
管
理
人
か
ら
閲
覧
に
関

し
て
委
任
を
受
け
て
い
る
人

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
委
任

状
や
同
意
書
な
ど
が
必
要
で

す
。）

※
本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
・
納
税
通
知
書
な
ど
の
本
人
と

確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸

契
約
書
な
ど
の
賃
貸
関
係
を
証
明

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

■
閲
覧
手
数
料

　

縦
覧
期
間
中
（
４
月
２
日
〜
５

月
１
日
）
は
無
料

※
そ
れ
以
後
は
納
税
義
務
者
１
人

に
つ
き
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

な
お
、
コ
ピ
ー
料
金
に
つ
い
て
は

１
枚
に
つ
き　

円
に
な
り
ま
す
。

２０

　

な
お
、
縦
覧
・
閲
覧
に
来
ら
れ

な
く
て
も
、
自
己
資
産
に
つ
い
て

は
、
納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
「
固
定
資
産
税
（
土
地
･
家

屋
）
課
税
明
細
書
」
で
課
税
内
容

（
所
在
地
、
地
目
・
構
造
、
地
積
・

床
面
積
、
評
価
額
、
課
税
標
準
額
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

　

納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
「
土
地
・

家
屋
評
価
格
等
縦
覧
制
度
」
と
、
課
税
台
帳
を
納
税
義
務
者
本
人
に
加
え

て
、
借
地
・
借
家
人
も
自
分
の
借
地
・
借
家
物
件
に
つ
い
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
「
課
税
台
帳
閲
覧
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の

資
産
の
評
価

  
を
確
認
で
き
ま
す

始まります始まります
犬の狂犬病予防注射犬の狂犬病予防注射

　４月から５月にかけて、市内を巡回する狂犬病予防注射

を実施します。

　３月中に犬の登録をしている飼い主の人に日程表を送

付する予定ですので、次に該当する人は手続きを行ってく

ださい。

○犬の登録がまだお済みでない飼い主の人は、巡回注射時
に登録することもできますが、なるべく早めの登録をお
願いします。
○犬の異動（死亡・転出・譲渡等）があった場合は、生活
環境課までご連絡ください。また、市のホームページ
（http：//www.city.niimi.okayama.jp/）から岡山県電子
申請システムを利用して手続きすることもできます。

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係（��６１２４）

バス乗車券・
タクシー利用助成券
交付の廃止について
　高齢者等の外出支援の一環として、合

併協議における調整により、新市移行後

も当面の間、備北バスの乗車券（新見支

局管内）およびタクシー利用助成券（哲

多・哲西支局管内）の交付を従来どおり

実施していましたが、平成１８年度末をも

って終了します。

■問い合わせ先

　高齢者支援課長寿社会係

　（��６１２５）

　哲多支局市民福祉課市民福祉係

　（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課市民福祉係

　（��２１１２）
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市
で
は
、
各
家
庭
に
光
フ
ァ

イ
バ
を
接
続
す
る
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

放
送
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
と

通
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・  
Ｉ 
ア
イ

 
Ｐ  
電
話
）
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
の

ピ
ー決

定
に
伴
い
、
第
２
回
目
の
説

明
会
を
市
内
の
各
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
多
く
の

み
な
さ
ん
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

今
回
の
住
民
説
明
会
で
、

み
な
さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら

れ
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
加
入
申
し

込
み
は
、
い
つ
か
ら
受
付
を
開
始

し
ま
す
か
？

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
が
設
置
し
た
宅
内
機
器

が
故
障
し
た
場
合
、
機
器

の
交
換
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す

か
？

普
通
に
使
っ
て
い
る
状
態

で
故
障
し
た
場
合
は
、
市

が
無
償
で
交
換
し
ま
す
。
そ
の
他

の
場
合
は
、
故
障
し
た
経
緯
に
よ

答 質
問

っ
て
、
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

告
知
放
送
機
器
は
、
停
電

時
も
利
用
で
き
ま
す
か
？

停
電
時
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

防
災
無
線
の
屋
外
放
送
設

備
は
、
撤
去
す
る
の
で
す

か
？

屋
外
放
送
設
備
を
改
修
し

て
告
知
放
送
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
一

体
に
な
っ
た
電
話
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｐ
電
話
で
も

利
用
で
き
ま
す
か
？

現
在
、
ご
家
庭
で
利
用
し

て
い
る
電
話
等
は
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
も
含
め
大
部
分
が
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
に
加
入
し
た
場

合
、
番
号
表
示
機
能
や
キ

ャ
ッ
チ
ホ
ン
は
利
用
で
き
ま
す

か
？

追
加
料
金
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
利
用
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入

し
た
場
合
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

プ
ロ
バ
イ
ダ
は
、
ヤ
フ
ー

Ｂ
Ｂ
に
な
り
ま
す
が
、
他

の
プ
ロ
バ
イ
ダ
も
利
用
で
き
る
よ

う
協
議
中
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
基
本

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
ど
の
よ

う
な
番
組
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

Ｎ
Ｈ
Ｋ
２
局
と
民
放
５
局
、

ま
た
新
見
市
内
の
身
近
な

情
報
を
毎
日
お
伝
え
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
、月
額
１
’

６
８
０
円
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

し
た
場
合
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ

ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）
が
な
い

と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
す
か
？

Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ

ボ
ッ
ク
ス
）
は
、
Ｂ
Ｓ
放

送
や
そ
の
他
多
く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
ご
覧
い
た
だ
く
場
合
に
必
要
と

な
る
機
器
で
あ
り
、
基
本
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
ご
覧
い
た
だ
く
場
合
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問答

答 質
問答 質

問
質
問答質

問答質
問答質

問

答質
問答

　

光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
た
法
人

向
け
通
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｐ
電
話
）
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
法
人
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

法
人
や
事
業
所
の
方
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

３
月　

日
�

２７

【
第
１
回
】　

時
か
ら

１４

【
第
２
回
】　

時　

分
か
ら

１８

３０

※
ご
都
合
の
よ
い
方
へ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

新
見
商
工
会
議
所

　

５
階
大
会
議
室

■
申
込
期
限　

３
月　

日
�

２０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
政
策
課
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
推
進
係

 
（
�
�
３
１
５
４
）

■問い合わせ先

　情報政策課ラストワンマイル推進係

　（��３１５４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）

　哲西支局総務課（��２１１１）

ご注意ください！
　ラストワンマイル事業では、市から

物品などの購入について斡旋するこ

とや、電話機の取り替えなどの必要は

一切ありません。万一、悪質な訪問を

受けたり、不審な人物を見かけた場合

は、情報政策課または最寄りの各支局

総務課までご連絡ください。

法
人
向
け
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ラストワンマイル事業

 住民説明会を
 開催し ま し た 。

第2回 
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排
水
設
備
工
事

　

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
、

お
住
ま
い
の
地
域
が
処
理
区
域
に
な

る
と
、
３
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所

は
、
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
水
洗

ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
処
理
区
域
内
で
は
、

水
洗
ト
イ
レ
に
し
な
い
と
家
の
新
築

が
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
台
所
や
浴
室
、
洗
濯
な
ど

の
汚
水
を
道
路
側
溝
や
水
路
に
直
接

流
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
公

共
下
水
道
に
流
す
排
水
設
備
工
事
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

浄
化
槽
を
す
で
に
設
置
し
て
い
る

人
も
、
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
排
水
設
備
工

事
は
下
水
道
課
へ
の
届
出
が
必
要
で
、

市
の
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定
工
事

店
（
平
成　

年
９
月
号
の
市
報
に
掲

１８

載
）
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

 

受
益
者
負
担
金

　

供
用
開
始
区
域
内
の
土
地
に
対
し
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ

ま
す
。
賦
課
基
準
と
な
る
受
益
者
負

担
金
申
告
書
は
、
平
成　

年
４
月
に

１９

土
地
所
有
者
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
益
者
負
担
金
の
単
位
負

担
金
額
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
７
１
０
円
で
す
。（
上
市
地
区
に
つ

い
て
は
、
３
月
議
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。）

　新見市公共下水道（新見処理区）のうち、高尾・上市・西方地区

の一部（約３４.９ヘクタール）の公共下水道供用開始日（下水道が使

えるようになる日）を、３月３１日�に予定しています。

下水道使用料

　下水道排水設備工事が完了し
使用が開始されると、下水道使
用料が必要となります。水道水
（水道メータ指針水量）または
井戸水を使用する場合の下水道
使用料は次のとおりです。

【一般家庭の場合（１か月当たり）】
◆基本料金  １，２６０円（１０�まで）
◆超過料金  １３６．５円／�（１１～３０�）
　　　　　 １５７．５円／�（３１�以上）

使用水量認定の方法
●上水道・井戸水の併用
　３人目まで１人につき４�、
４人目から１人につき２�で
算定した水量と水道水との合
算した水量
●井戸水のみ
　３人目まで１人につき７�、
４人目から１人につき３�で
算定した水量

新見市公共下水道（汚水の処理）供用開始の縦覧

　市では、公共下水道計画区域内の高尾・上市・西方地区の一
部について、公共下水道（汚水処理）の供用開始に伴い、「供
用開始図書の縦覧」を次のとおり行います。

■縦覧図書の名称
　新見市公共下水道（汚水の処理）供用開始
■縦覧期間
　３月５日�～１６日�　※閉庁日を除く
■縦覧場所
　新見市正田３３０－６２　下水道課（新見浄化センター内）

■問い合わせ先　下水道課（��６１３８）

下水道供用開始日決定
高尾・上市・西方地区の一部

団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

カ
ナ
ダ
の
シ
ド
ニ
ー
へ
訪
問
団
を
派
遣

　（http：//www.city.niimi.okayama.jp/）

　からダウンロードした参加申請書を、

総務課総務係に提出。

　※郵送でも受け付けます。

■選考方法　書類審査および面接

■募集締切　３月１５日�必着

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３

　新見市役所総務課総務係（��６２０４）

　市では、今年、カナダブリティッシュ

コロンビア州シドニーへ訪問団の派遣を

予定しています。

　この度、団員として参加していただけ

る市民の人を募集します。

■訪問時期・期間

　５月４日�～１１日�の８日間を予定

　※現地ではホームステイを予定しています。

■応募資格

・新見市に住所を有する１８歳以上の人

・国際交流に興味があり、帰国後に新見

市の国際交流事業に積極的に参加およ

び協力してくださる人

■募集人員　３人

■費用負担　必要経費の１／２を市が補

助します。（個人負担は１５万円程度）

■応募方法

　総務課総務係に備え付け、もしくは市

のホームページ
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�月
　教育委員会生涯学習課は、パソコン講座「楽しいパ

ソコン基礎の基礎３月」を開講します。初心者向けの

やさしい講座ですので、お気軽にご参加ください。

■内容

【昼の部・夜の部】

 インターネットと
 　 簡単な文書入力に挑戦（３回連続）
■対象　はじめてパソコンに挑戦したい人

■日時

【３月１４日�、１５日�、１６日�】

・昼の部　１０時～１２時

・夜の部　１８時３０分～２０時３０分

■会場

　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１， ０００円　※テキスト代は別途必要

■定員　２０人　※申込多数の場合は抽選

■申込方法

　講座名（楽しいパソコン基礎の基礎３月・昼の部ま

たは夜の部）、郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、

電話番号を記入して、はがきまたはＦＡＸでお申し

込みください。また、まなび広場にいみ受付に申込

用紙がありますので、こちらもご利用ください。

　※電話では受付できません。

■申込締切

【昼の部・夜の部】３月９日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１ 新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課（��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

パソコン講座�パソコン講座�
●●●●●●●●●●ま な び 広 場 に い み 主 催

（注１）掛金には共済掛金１人２０円が含まれています。
（注２）この保険は同一団体で１口しか加入できません。また、中途加入、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。

共済見舞金
賠償責任保険
（補償限度額）

傷　　　　　害　　　　　保　　　　　険掛　金
（１人年額）

対象となる
事故の範囲

対　象
通院（日額）入院（日額）後遺障害（最高）死　亡

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）

　１６０万円

身体賠償　１人　　１億円
　　　　　１事故　５億円
 （免責１,０００円）
財物賠償　１事故 ５００万円
 （各免責１,０００円）

１,５００円４,０００円 ３,０００万円２,０００万円５００円
団体活動中と
その往復中

中学生以下の子ども
子どもの保護者

上記補償に
身体・財物賠償合算で１事
故５００万円を追加

２,０００円５,０００円３,１５０万円２,１００万円

１,０５０円

団体活動中と
その往復中

中学生以下の
子ども

対象となりま
せん

身体・財物賠償合算で１事
故５００万円
（免責１,０００円）

５００円１,０００円１５０万円１００万円
団体活動中とそ
の往復中以外

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）
　１６０万円

身体賠償　１人　　１億円
　　　　　１事故　５億円
財物賠償　１事故 ５００万円
（各免責１,０００円）

１,０００円２,５００円１,５００万円１,０００万円１,０００円
団体活動中と
その往復中

子どもの
スポーツ団体の
指導者 １,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円１,５００円

スポーツの指導者、
審判を除く

�
�
�

�
�
�

●加入区分・掛金・補償額（子どもの団体の場合）

　地域が健全な発展を図るとともに、宝くじの普

及広報を行うため、宝くじの助成金を活用して、

次の地域に備品等が整備されました。

　地域の各種イベントを通じて世代間交流や地域

間交流がますます盛んになり、コミュニティ活動

の活性化が期待されます。

【熊谷地区地域づくり推進委員会】

・音響設備

【高瀬振興会】

・太鼓、音響設備、イベント用ステージ

【宮河内地区ふるさと振興協議会】

・イベント用ステージ、投光器 ほか

【大田地区ふるさと振興協議会】

・映像機器 ほか

■問い合わせ先

　企画課企画政策係（��６１１４）

スポーツ安全保険スポーツ安全保険への 加入加入をおすすめします
　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランティア・地域活動等を行う５人以上の子ども（中学生以

下）と大人の団体を対象に、活動中の傷害事故と損害賠償責任を補償するものです。申し込み等については

お問い合わせください。 ■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課（��６１４７）

宝くじは
豊かさ築く
チ カラ持ち 。

宝くじは、広く社会に役立てられています 。
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新見市職員（消防職）募集
新見市では、次のとおり職員採用候補者試験を実施します。

■採用職種、人数、受験資格

予定人員 受        験        資        格区        分

若干名・昭和５１年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を卒業した
人、または平成１９年３月末日までに卒業見込みの人
・採用後は新見市に居住ができ、市内全域に通勤が可能な人
・身体強健で、運動機能等に障害がなく、次の条件により消防職員としての適格性を認められる人

①身　長　男性　１６０センチメートル以上の人
　　　　　女性　１５５センチメートル以上の人
②体　重　身長に比べ適当であること
③胸　囲　身長のおおむね２分の１以上
④握　力　男性　両手とも４０キログラム以上
　　　　　女性　両手とも３０キログラム以上
⑤肺活量　男性　３,５００㏄以上
　　　　　女性　２,５００㏄以上
⑥視　力　矯正視力を含む両眼で０.７以上かつ一眼でそれぞれ０.３以上の視力で、赤色、青色およ

び黄色の色彩の識別ができること
⑦聴　力　正常で言語明瞭であること

・普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）

※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障となるので必ず申し出
ること。

高卒
以上

消 防 職
（兼事務職）

次に該当する人は、受験できません。
（１）日本国籍を有しない人
（２）地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する人
・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）
・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人

■試験日および会場
【試験日】４月１５日�
【会　場】新見市総合福祉センター・新見公立短期大学（体力検査）
■申込期間　３月１日�～２３日�　※当日消印有効
■受験申込書の請求
・実施要項および申込書等は、新見市総務課人事係、各支局および新見市消防本部でお渡しします。
・郵便で請求する場合は、宛先（郵便番号記入）を明記し、９０円切手を貼った返信用封筒（長形３号）を必ず同封してくださ
い。返信用封筒等がない場合は送付しません。
■申し込み・問い合わせ先　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０－３　新見市総務課人事係（��６２０４）

映画「「「「「「「「「「ババババババババババッッッッッッッッッッテテテテテテテテテテリリリリリリリリリリーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」「バッテリー」公開

◯C ２００７「バッテリー」製作委員会

　平成８年に児童書として刊行された、あさのあつこ原作の「バッテ

リー」（角川文庫刊・教育画劇刊）が映画化（角川ヘラルド映画）と

なり、平成１８年７月下旬から９月上旬にかけて、岡山県各所および松

竹京都映画撮影所で撮影が行われました。

　新見市内でも、哲多町花木の久保井野グラウンド・新見の江道橋・

新見市立図書館周辺などでロケが行われ、久保井野グラウンドを中

心に、数々のシーンで新見がスクリーンに登場します。この映画「バ

ッテリー」は、３月１０日�から

全国東宝系ロードショーとして

公開されますので、ぜひ映画館

に足をお運びください。

■問い合わせ先
　にいみフィルム・コミッシ
ョン事務局（市役所商工観
光課内・�６１３６）

新見で
ロケ！

久保井野グラウンドでの撮影風景久保井野グラウンドでの撮影風景
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●提案＆お便りの送り方
・１月号で配布した専用
用紙または官製はがき
に、①提案②住所③氏
名④年齢⑤電話番号を
書いてお送りください。
・専用用紙は、折りたた
むと封書になります。
切手をはらずにポスト
に入れてください。
（今月末まで使用でき
ます）
・住所、氏名の記入がな
いものは「市報にいみ」
に掲載しませんのでご
了承ください。
・ファックス、電子メー
ルでも受け付けていま
す。ファックス、電子
メールも「提案＆お便
り」係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　72－6243
・電子メール
idea@city.niimi.okayama.jp

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

齢
者
」
に
狙
い
を
定
め
て

次
々
と
高
額
な
商
品
を
売
り

つ
け
、
そ
の
被
害
額
が
１
千

万
円
を
超
え
る
額
に
な
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
実
が
、
こ
の
新

見
の
地
で
も
無
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
で
は

ど
う
防
止
す
る
か
、
一
つ
に

は
身
近
に
い
る
若
い
人
た
ち

に
、
お
年
寄
り
の
言
動
、
行

動
を
観
察
し
て
も
ら
う
、
二

つ
に
は
、
お
年
寄
り
自
身
が

そ
の
日
の
こ
と
は
そ
の
日
の

内
に
家
族
へ
話
し
を
す
る
、

こ
の
二
つ
は
確
か
に
大
切
で

必
要
な
こ
と
で
す
が
、
十
分

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
社
会
は
確
実
に
速

度
を
増
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
グ
ル

ー
プ
活
動
が
盛
ん
な
集
ま
り

を
核
に
、
地
域
に
根
付
い
た

「
高
齢
者
見
守
隊
」を
組
織
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
高

齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た
め

の
高
齢
者
見
守
隊
」
で
、
特

に「
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
」

を
見
守
り
つ
つ
、
地
域
に
悪

質
業
者
を
入
れ
な
い
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

 古  賀 　公   さん

こ が いさお

［唐松・５６歳・岡山県消費生活センター相談員］

　

「
高
齢
者
」社
会
に
突
入
と

言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
私
も
、
も
う
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
近
は
反
応
の
鈍
さ
、

即
答
判
断
の
悪
さ
な
ど
、
高

齢
者
と
自
覚
で
き
る
材
料
に

は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

こ
の
世
の
中
、
こ
の
よ
う
な

高
齢
者
に
優
し
く
接
し
て
も

ら
え
る
ば
か
り
と
は
い
か
な

い
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
仕
事
で
消
費
生
活

相
談
員
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

悪
質
な
業
者
は
、
高
齢
者
で

も
特
に
「
一
人
住
ま
い
の
高

『高齢者社会』

す
。
大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
瀬
田
正
司
さ
ん
）

い
き
い
き
健
康
ア
ッ
プ
支
援
事

業
で
は
、
大
変
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
室
終
了
後

も
、
ぜ
ひ
運
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
地
域

の
公
民
館
等
で
行
う
予
定
の
運
動
教
室

へ
、ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
、

参
加
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

８
月
か
ら
げ
ん
き
広
場
に
い
み
で

開
催
さ
れ
た
、
い
き
い
き
健
康

ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
し
、
１
月
に
無
事

修
了
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
教

室
の
間
に
も
、
月
に
２
〜
３
回
通
い
ま

し
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
親
切
な
指
導
が
あ
り
、
プ

ー
ル
で
は
歩
行
訓
練
、
逆
流
水
槽
で
の

歩
行
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
１
時
間
も

す
る
と
体
が
温
か
く
な
り
、
お
互
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
て
話
し

も
は
ず
む
の
で
、
終
わ
っ
た
と
き
に
充

実
感
が
あ
り
、
ま
た
来
る
元
気
が
湧
い

て
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
自
分
な
り
に
運
動

を
楽
し
ん
で
、
良
い
汗
を
流
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
様
げ
ん
き
広
場
に
行
っ
て
、

元
気
に
暮
ら
せ
た
ら
良
い
と
思
い
ま

答
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売
春
だ
と

教
え
て
も
、
地
域
に

も
ど
れ
ば
繰
り
返
し
ま
す
。
近
年

は
、
A
D
/
H
D
や
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
等
の
発
達
障
害
相
談

が
増
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
、

養
育
家
庭
（
里
親
）
の
担
当
と
し
て
、
相

談
・
委
託
・
支
援
業
務
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ま
い
は
東
京
の
西
の
外
れ
。
山
里

が
多
く
残
り
、
ふ
る
里
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

地
で
す
。
休
日
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
健
康
を
気
に
す
る
年
齢
と
な
り
ま

し
た
。

高
校
を
卒
業
し
、
東
京
で
生
活
す
る
こ

と
早　

年
。
当
時
は
麺
つ
ゆ
の
色
に

３２

驚
き
、
納
豆
が
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
を
不
思

議
が
ら
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
昭
和　
５３

年
に
東
京
都
に
就
職
。
入
都
式
終
了
後
に
、

八
王
子
の
重
度
知
的
障
害
者
施
設
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

年
前
か
ら
、
児
童
相
談
所
一
時
保
護
所

１０
で
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
子
ど
も
や
、

引
き
こ
も
り
、
家
庭
内
暴
力
、
非
行
児
童
ら

と
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
虐
待
を
し
て
し

ま
っ
た
多
く
の
親
は
、�
し
つ
け
�
と
言
っ

て
は
ば
か
り
ま
せ
ん
。
非
行
内
容
も
半
端
で

は
な
く
、
援
助
交
際
は
小
遣
い
稼
ぎ
で
す
。

南 か ら

★

　Hello! My name is Nicole Siemens. I moved to Niimi 
last August from Tottori prefecture where I worked in 
Yodoe Junior High School for 3 years, and then 
Saihaku Elementary School in Nambu town for 2 
years.  Since coming to Niimi, I have been lucky to 
work in many great elementary schools - Takao, 
Nishigata, Kamiichi, Fukumoto, Sugou, Shingoukita, 
and Chiya.  The staff and students have all been very 
warm and welcoming, making me feel very glad I 
moved here.
　I am originally from Vancouver, B.C.., in Canada.  
Perhaps you have heard of Vancouver?  In 2010, the 
winter Olympics will be held there.  Vancouver is 
famous for it's skiing, as well as for its fresh seafood, 
the beautiful mountain scenery, and the many 
beaches and parks we like to relax in during the 
summer.  And no, unlike the rest of Canada, it really 
doesn't get very cold in the winter, and it rarely 
snows.  
　Since coming to Niimi, I have been lucky to meet 
various people by participating in activities such as 
volleyball, softball, and badminton.  I am also looking 
forward to going skiing this year, but unfortunately 
the weather hasn't been very favourable so far.  If you 
should happen to run into me somewhere about town, 
please don't hesitate to say, “Hello!” or even “こんにちは
!” and I will do my best to muddle through in Japanese.

北

か

ら

第　

通
２４

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

ニ
コ
ー
ル 
シ
ー
メ
ン
ス

カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
バ
ン
ク
ー
バ
ー
出
身

高
尾
小
・
西
方
小
・
上
市
小
・
千

屋
小
・
神
郷
北
小
・
菅
生
小
・
福

本
小
に
勤
務

　こんにちは！ニコールシーメンスです。私は鳥取県の淀
江中学校に３年間、南部町の西伯小学校に２年間務め、
去年の８月に新見にやって来ました。幸運にも、高尾・西
方・上市・福本・菅生・神郷北・千屋のすばらしい小学校に
勤務しています。先生方や子どもたちはとても温かく迎
えてくれて、ここに来て本当に良かったと感じさせてく
れます。
　私のふる里はカナダのブリティッシュコロンビア州の
バンクーバーです。たぶんバンクーバーは聞いたことが
あるかな？２０１０年にはオリンピックが開催されるんです
よ。バンクーバーはスキー、新鮮な海の幸、美しい山、そ
して夏には人々がリラックスして過ごす海岸や公園があ
ることで有名です。カナダの他の地域とは違って、冬は
そんなに寒くなく、雪はめったに降りません。
　新見に来て、バレーボール、ソフトボールやバドミント
ンなどに参加して、幸運にもいろんな人と知り合いにな
れます。今年はスキーに行くことを楽しみにしているん
ですが、天候が良くなくて残念です。もし街で私にばった
り出会ってもしりごみしないで、ハローか、こんにちは！っ
て言ってください。私もなんとか日本語で話すようがん
ばりますので。

 加  藤   博 子   さん（５０歳）

か とう ひろ こ

（旧姓：栗本）　　　 　　

東京都町田市（神郷油野出身）
東京都八王子児童相談所勤務
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保護者へ感謝の気持ちを表す
◆立志の茶会

　２月２０日、哲多町成松の哲多中学校で、２年生を対象

に「立志の茶会」が行われました。茶道の体験を通して、

落ち着いて今の自分を振り返り、将来への決意を新たに

するとともに、社会生活で必要な礼儀作法を身につける

きっかけになるようにと開催されたものです。講師の指

導のもと、生徒たちは慣れない作法に戸惑いながらも、

自分で点てたお茶を保護者にふるまい、日頃の感謝の気

持ちを表していました。

歴史と技術を学ぶ
◆高尾和紙紙すき体験教室

　２月１７日、まなび広場にいみで「高尾和紙の紙すき体

験教室」が開催されました。新見商工会議所青年部が、

高尾和紙の伝承活動の一環として行ったもので、新見公立

短期大学の学生が参加しました。高尾和紙製造技術保持

者の故 赤  木  浦  治 さんの長女の赤木 恒  子 さんを講師にむか
あか ぎ うら じ つね こ

え、高尾和紙の歴史についての講演が行われたほか、学

生たちは実際に高尾和紙の紙すきに挑戦しました。この日

すいた紙は、乾燥させた後、作った本人に贈られました。

 よりどころ」で開催
◆雛人形づくり教室

　２月１０日、新見の太池邸「よりどころ」で「雛人形づ

くり教室」が開催されました。これはにいみ御殿町夢づ

くり実行委員会が、高梁の雛人形製造会社から指導者を

招いて行ったもので、３０人以上が参加しました。参加者

は招福雛とニコニコ雛を作るグループに分かれ、紙や布

を切ってのり付けしたり、アイロンで乾燥させたりしな

がら、手のひらサイズの雛人形を完成させました。

みんなで協力してシュート！
◆ミニサッカー大会

　２月１０日、新見市民体育館で「友・遊いきいきミニサッ

カー」が開催され、市内外から４７チーム・４１４人の小中

学生が参加しました。これは誰でも楽しめるミニサッ

カーを通して、サッカーの楽しさと助け合い協力するこ

とのすばらしさを体感することを目的に、備北青年の家

が毎年行っているものです。出場した子どもたちは、保

護者や友だちからの声援を受けながら相手のゴールに攻

め入っていました。

「



19 市報にいみ 第２ ４号March 2007

共に支えあう暮らしをめざして
◆新見福祉フォーラム

　２月９日、まなび広場にいみで、「共に支えあう暮らし

をめざして」をテーマに、「新見福祉フォーラム」が開

催されました。岡山県と新見市障害者自立支援協議会が

主催したもので、備前市地域生活支援センター「パレッ

ト」代表の 片  山  健 氏の基調講演に続き、「今の暮らしとこ
かた やま けん

れからの夢」と題してパネルディスカッションが行われ

ました。パネリストとして障害者や家族、保護者が、そ

れぞれの立場での意見を交わしました。

昔話で郷土愛育む
◆民話の集い

　２月４日、きらめき広場・哲西で「民話の集い」が開催さ

れました。これは昔話６００話以上を伝承し、日本一の民話の

語り部と言われた故 賀  島  飛  左 さん(哲西町大野部)を顕彰す
か しま ひ さ

るとともに、郷土愛を育むために催されたもので、地元の

幼稚園児や小学生が、民話劇や紙芝居風アニメなどを披

露しました。子どもたちのかわいらしい演技や方言に、会場

からは大きな拍手が送られていました。

今後の農業振興に反映
◆市長と若手農業後継者との座談会

　２月６日、市役所本庁舎のふれあい会館で、「市長と若

手農業後継者との座談会」が開かれ、市内に住む２０～４０

代の農業後継者１３人(和牛、ピオーネ、トマト、水稲、花

など）が参加しました。参加者からは、国などが進めて

いる支援事業は、対象面積が広すぎて利用できないなど

の相談や、担い手不足に対する新規就農者確保などにつ

いて、さまざまな意見が出されました。

新見の特性を生かしたイベントを開催
◆いのしし祭り

　２月４日、金谷の保健福祉センターで「新見いのしし

祭り」が開催されました。新見商工会議所青年部は、経

済の活性化に結びつけようと、地域の特性を生かしたい

のしし関連商品を開発しており、今回の催しは「いのし

しのまち・新見」を広くＰＲするために企画したもので

す。会場では、いのしし料理コンテストやいのししの解

体実演が行われたほか、いのしし鍋やバーベキューなど

が無料でふるまわれました。 いのしし料理コンテストでの審査の様子いのしし料理コンテストでの審査の様子
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 耳の健康について

普
段
あ
ま
り
意
識
し
な
い
耳
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
「
キ
ー
ン
」
と
高
い
音
が

聞
こ
え
続
け
る
こ
と
や
「
ゴ
ー
、

ザ
ー
」
と
低
い
音
が
聞
こ
え
続
け

る
人
は
、
音
が
聞
こ
え
に
く
く
な

る
難
聴
を
併
発
し
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
症
状
が
長

く
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
耳
鼻
科

の
先
生
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

め
ま
い
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

耳
に
は
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
機
能
も
あ
り
ま
す
。
め
ま
い
の

原
因
は
耳
だ
け
で
な
く
、
脳
や
中

枢
神
経
か
ら
く
る
も
の
、
血
行
不

良
な
ど
様
々
で
す
が
、
難
聴
や
耳

鳴
り
が
あ
る
場
合
は
、
耳
の
中
に

あ
る
平
衡
感
覚
を
伝
え
る
神
経
の

異
常
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
思
い
当

た
る
人
は
、
早
め
に
耳
鼻
科
の
先

生
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

耳
の
健
康
を
守
る
た
め
に

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
！

　

と
く
に
積
極
的
に
摂
り
た
い
栄

養
素
は
、
神
経
の
老
化
を
予
防
す

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
が
人
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な

ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
ふ
さ
わ
し
い

の
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

耳
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う

　

耳
の
掃
除
は
定
期
的
に
行
い
、

汚
れ
た
手
で
さ
わ
ら
な
い
な
ど
、

耳
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
耳

の
汚
れ
は
炎
症
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

●献血

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限
られます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は、新見市保健事業年間計画表を確認してください。

時　　間会　　場曜日月　日

９：３０～１１：００神郷保健センター火３月１３日

１２：００～１３：００健 康 の 森 学 園
木３月２９日

１４：００～１５：３０哲 多 支 局

る
ビ
タ
ミ
Ｂ
１
、
Ｂ
６
、
Ｂ　

な
１２

ど
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
で
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
】

　

胚
芽
米
や
豚
肉
・
う
な
ぎ
・
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
な
ど

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
】

　

鮭
・
ま
ぐ
ろ
・
鶏
レ
バ
ー
・
バ

ナ
ナ
な
ど

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ　

】
１２

　

あ
さ
り
・
か
き
・
牛
レ
バ
ー
な

ど
音
量
は
控
え
め
に
！

　

ス
テ
レ
オ
な
ど
の
大
音
量
や
騒

音
は
、
聴
力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

騒
音
の
激
し
い
場
所
で
は
耳
栓
を

し
た
り
、
ス
テ
レ
オ
の
音
量
を
低

め
に
し
た
り
す
る
な
ど
の
注
意
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
時
に
は
静
か
な
場
所
で

耳
を
休
ま
せ
る
な
ど
、
耳
に
や
さ

し
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
！

　

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
で
神
経
や
心

に
負
担
が
か
か
り
、
そ
れ
が
原
因

で
め
ま
い
や
耳
鳴
り
が
起
こ
る
こ

 

耳
の
状
態
を 

 

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

聞
こ
え
は
悪
く
な
い
で
す
か
？

　

聴
力
の
低
下
は
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
始
め
や
す
い　

歳
以
上

６０

か
ら
起
こ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、　

歳
代
か
ら
す
で
に
始
ま
っ

２０

て
お
り
、
女
性
に
比
べ
て
男
性
の

ほ
う
が
低
下
の
程
度
が
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、「
テ
レ
ビ
の
音
が
う
る
さ

い
」
と
家
族
に
言
わ
れ
た
り
、
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
音
に
、
気

が
付
か
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、
聴

力
の
低
下
が
起
き
は
じ
め
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
聴
力
検
査

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

耳
鳴
り
が
し
ま
せ
ん
か
？

　

一
時
的
な
耳
鳴
り
は
、
日
常
に

よ
く
起
こ
る
現
象
で
す
が
、
長
引

く
耳
鳴
り
に
は
、
注
意
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

耳
は
音
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
平
衡
感
覚
や
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
も
大
切
な
器
官
で
す
。

今
月
は
耳
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

３月４日（日）

新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 日伝医院 �08477-2-2180
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 新庄村診療所（内） �0867-56-3255

３月１１日（日）

新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 杉江医院（外） �0867-52-3456

３月１８日（日）

新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 宮島医院（内） �0867-44-2403

３月２１日（水）

新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 イケヤ医院（内） �0867-42-0122
真庭市 さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

３月２５日（日）

新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 中山病院（内・外） �0867-42-0371
真庭市 米田医院（内） �0867-44-2132
真庭市 さとう医院（外） �0866-52-9898

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝祭日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん

内　容　座談会

用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月３月１２日

受付時間会　　場曜日月　日

１３：４５～１４：００新見市保健福祉センター木３月２２日

●小児科医師出前サロン

対象者　乳幼児をもつ保護者、家族

内　容　講話、座談会、個別相談（希望者）

講　師　岡山大学医学部　　小田　慈　教授

申し込み　１週間前までに健康づくり課にお申し込みくだ

さい。（健康づくり課　��６１２９）

●離乳食教室 
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成1８年３月～平成１８年10月生
１０：１５～１３：００
（受付９：４５～）

新見市保健
福祉センター

水３月７日

対象者　５～１２か月までの乳児をもつ保護者（祖父母の参加も可）

内　容　栄養士の話、調理実習、会食、座談会、身体測定

（希望者）、育児相談（希望者）

用意するもの　母子手帳、エプロン、三角巾、筆記用具、ベ

ビーカー、おんぶひも（可能な人）、参加費（２００円）

定員　１５人（定員になり次第締め切り）
※参加を希望する人は、教室の１週間前までに健康づくり課（栄養士）
までお申し込みください。（健康づくり課　��６１２９）
※できるだけ兄弟・姉妹の同伴はご遠慮ください。やむを得ず同伴さ
れる場合は、申し込み時にお知らせください。

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年５月生１３：１５～１３：４５新見市保健福祉センター火３月６日

●乳児健康診査

※内科診察は、１４：００からになります。

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年８月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火３月２０日

●1歳6か月児健康診査

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年８月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター金３月１６日

●2歳6か月児歯科健康診査

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年８月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火３月１３日

●3歳児健康診査
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原
付
・
軽
自
動
車
の 

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
か
か
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車

を
廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
３
月　

日
（
金
）

３０

ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
４
月
２
日
以
降
に
手
続

き
を
し
て
も
、
平
成　

年
度
の
税

１９

金
は
か
か
り
ま
す
。）

　

な
お
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

つ
け
た
ま
ま
解
体
業
者
に
出
し
た

等
の
理
由
で
、
車
両
は
所
有
し
て

い
な
い
の
に
登
録
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
先

①
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
�

未
満
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
）

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

②
軽
二
輪
・
小
型
二
輪
車
（
１
２

５
�
を
超
え
る
）

　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

（
岡
山
市
藤
原
２
４
�
１
・
�
０

５
０
�
５
５
４
０
�
２
０
７
２
）

③
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務

所
（
岡
山
市
久
米
１
７
７
�
３
・

�
０
８
６
�
２
４
５
�
３
６
０
０
）

■
農
耕
作
業
用
自
動
車
の
未
登
録

も
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
（
コ
ン
バ

イ
ン
、
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
や

小
型
特
殊
自
動
車
（
乗
用
運
搬
車

等
）
を
お
持
ち
の
人
で
、
登
録
手

続
き
が
済
ん
で
い
な
か
っ
た
り
、

買
い
替
え
や
廃
車
な
ど
を
し
た
人

は
申
告
が
必
要
で
す
。
早
め
に
手

続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

参
加
者
募
集

　

新
見
市
体
育
協
会
哲
西
支
部
で

は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

に
努
め
、
体
力
の
向
上
と
交
流
を

図
る
目
的
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

１７

１８

２２

■
会
場　

哲
西
体
育
館

■
チ
ー
ム
構
成(

・
小
学
生
以
上 
４
年
生
以
下
は
保

)

護
者
同
伴 

・
１
チ
ー
ム
４
人
構
成

・
小
学
生
の
部
、
一
般
の
部
ご
と

に
構
成

■
競
技
方
法

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
規
則
を

準
用

■
申
込
方
法

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
に
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、

３
月　

日
�
ま
で
に
同
課
へ
提

１３

出
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
内

　

新
見
市
体
育
協
会
哲
西
支
部

　

（
�
�
２
１
１
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２

１
６
８
）

み
ん
な
お
い
で
よ 

公
民
館
ま
つ
り

　

新
見
市
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー
主

催
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
公
民

館
事
業
で
行
っ
て
い
る
講
座
、
公

民
館
を
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

活
動
、
地
域
で
独
自
に
活
動
し
て

い
る
人
々
な
ど
の
交
流
を
目
的
に
、

「
み
ん
な
お
い
で
よ
公
民
館
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

１８

１０

１５

■
場
所

　

新
見
市
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

■
主
な
イ
ベ
ン
ト

○
作
品
展
示

　

公
民
館
講
座
作
品
展
示
、
地
域

で
の
活
動
作
品
展
示

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

川
柳
、押
し
花
、絵
手
紙
、囲
碁

○
催
し
物

　

三
世
代
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

子
ど
も
神
楽
、
紙
芝
居
、
子
育

て
広
場
発
表
、
不
用
品
バ
ザ
ー
、

も
ち
つ
き
、
く
じ
引
き

○
飲
食
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
２
０
１
０
）

学
校
給
食 

物
資
納
入
登
録
業
者
募
集

　

平
成　

年
度
の
新
見
学
校
給
食

１９

セ
ン
タ
ー
関
係
給
食
物
資
納
入
の

お
し
ら
せ

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 348人（－３８人）
　　　男　17， 301人（－３１人）
　　　女　19， 047人（－７人）
　出生…２２人　　転入…４０人
　死亡…４６人　　転出…５４人
　世帯数　13， 005世帯（＋８世帯）
　（平成19年１月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税＜9期＞
■介護保険料＜9期＞

■納付期限／ 4 月 2日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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た
め
の
登
録
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
手
続
き
に
つ

い
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
者
登
録
申
請
受
付
期
間

　

３
月　

日
�
ま
で

１６

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
１　

新
見

市
新
見
１
９
５
５
�
１

　

新
見
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
１
３
４
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
８

６
８
８
）

新
見
美
術
館
友
の
会 

会
員
募
集
中

　

新
見
美
術
館
で
は
、
平
成　

年
１９

度
友
の
会
の
新
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
新
見
美
術
館
の
文
化
活

動
の
推
進
に
協
力
し
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
美
術
振
興
の
精
神
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
特
典

①
招
待
券
の
配
布

②
企
画
展
、
特
別
展
覧
会
料
割
引

③
日
帰
り
館
外
研
修
会
の
実
施

④
会
報
、
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
の
配

布
⑤
展
覧
会
等
の
館
が
行
う
催
し
の

案
内
な
ど

■
会
員
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

１９

２０

年
３
月　

日
３１

■
年
会
費

・
一
般
会
員　

千
円

・
家
族
会
員　

２
千
円
以
上

・
賛
助
会
員
（
個
人
、
団
体
、
企

業
等
）　
　
 
２
千
円
以
上

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
７　

新
見

　

市
西
方
３
６
１
番
地

　

新
見
美
術
館
友
の
会
事
務
局

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
８
５
１
）

国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

・
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５３

６１

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６１

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

２０
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
、
①
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

■
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

■
受
験
受
付
期
間

　

４
月
２
日
�
〜　

日
�

１３

※
４
月　

日
ま
で
の
日
付
印
有
効

１３

■
受
験
申
込
先

　

第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局

■
第
１
次
試
験

【
試
験
日
】
６
月　

日
�

１０

【
試
験
地
】

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
松
江

市
、
岡
山
市
、
広
島
市

【
試
験
科
目
】

　

教
養
試
験
、
専
門
試
験

■
第
２
次
試
験

【
試
験
日
】

　

７
月　

日
�
〜　

日
�
の
う
ち

２３

２６

指
定
す
る
日

【
試
験
地
】

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
広
島
市

【
試
験
科
目
】

　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

■
合
格
発
表
日

【
第
１
次
試
験
】
７
月
３
日
�

【
最
終
合
格
者
】
８
月　

日
�

２８

■
受
験
申
込
書
等
請
求
・
問
い
合

わ
せ
先

　

〒
７
３
０
�
８
５
２
１ 
広
島
市

中
区
上
八
丁
堀
６
�
３
０

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

　

（
�
０
８
２
�
２
２
１
�
９
２

１
１
・h

ttp
://w

w
w
.h
iro
sh

im
a
.n
ta
.g
o
.jp
/

）

　

新
見
税
務
署
総
務
課

(

　
 
�
�

)

０
９
５
１ 

●こどもお楽しみ会
　３月２４日�　１４：００～１５：００

　　読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、紙芝居、や

さしい工作など

●こども映画会
　３月２４日�　１５：００～１５：４０　アニメ「おばけ煙突のうた」

●郷土史講座「井上家所蔵資料による～高瀬舟と大名行列」
　＜第１回＞３月３日�　 １３：３０～１５：３０

　＜第２回＞３月９日�　 １３：３０～１５：３０

　　講師：新見市文化財保護審議会副会長　田仲満雄氏

●ブックスタート
　３月６日�　１３：３０～１５：００

　　対象：乳児（平成１８年５月出生児）と保護者

　４月３日�　１３：３０～１５：００

　　対象：乳児（平成１８年６月出生児）と保護者

　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）

　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者に伝え

ながら、絵本などが入ったブックスタートパックをお渡

しします。

　　※新見ブックスタートの会では、赤ちゃんと保護者にブ

ックスタート活動ができる人を募集します。くわしく

は、新見図書館までお問い合わせください。

■休館日　５日・１２日・１９日・２２日・２３日・２６日

※３月３１日まで、１８：００まで試行開館しています。ただし、

日曜・祝日は１７時までです。

ボランティアの募集 
　おはなし実演ボランティア、紙芝居・影絵などの製作ボ
ランティア、図書などの整理ボランティアを募集していま
す。くわしくは新見図書館までお問い合わせください。

●こども映画会
　３月１０日�　１４：００～

　　おかあさんといっしょファミリーコンサート「ぼよよ～

んととびだせ！コンサート」

●おはなし会
　３月２４日�　１４：００～　絵本の読み聞かせ、楽しい工作

■休館日　なし

※哲西図書館利用者のための乳幼児一時あずかりは、第１・

第３火曜日の１０：００～１２：００です。

■休館日　毎週月曜日

■休館日　毎週木曜日・３０日

 新見図書館 ��２８２６

 哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０

　たくさんの絵本を積んだキャラバンカーがやってきま
す。幼児から小学校低学年を対象としたおはなし会と、
キャラバンカーの見学があります。
◎哲西図書館  ………………………３月３日� １０：３０～１１：３５
◎やまびこ広場神郷図書コーナー  ３月３日� １４：００～１５：０５
◎哲多総合センター  ………………３月１０日� １０：３０～１１：３５
◎新見図書館  ………………………３月１０日� １４：００～１５：０５
◎風広場おおさ図書コーナー  ……３月１７日� １４：００～１５：０５

本とあそぼう～講談社全国訪問おはなし隊
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国
民
年
金
保
険
料 

納
付
窓
口
開
設
の
ご
案
内 

　

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
高
梁
事

務
所
は
、
次
の
と
お
り
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
納
付
窓
口
で
は
、
年
金
の

相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

２３

１０

１８

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
３
階

　

学
習
室
１
�
Ａ

■
用
意
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

・
保
険
料

・
保
険
料
の
口
座
振
替
を
希
望
す

る
人
は
預
金
通
帳
と
届
出
印

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
高
梁
事

務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
１
�
０
５
７
２
）

岡
山
県
・
市
町
村 

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

「
岡
山
県
・
市
町
村
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
」
と
は
、
市
町
村
へ
の
申

請
や
届
出
等
の
手
続
を
、
自
宅
や

職
場
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、　

時
間
３
６
５
日
行

２４

う
こ
と
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
手
続

　

新
見
市
で
は
、
住
民
票
の
写
し

交
付
請
求
、
身
分
証
明
書
交
付

請
求
、
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

書
（
車
検
用
）
交
付
請
求
、
住

民
税
（
市
県
民
税
）
所
得
証
明

書
交
付
請
求
、
犬
の
登
録
事
項

変
更
届
、
新
見
駅
前
自
転
車
等

駐
車
場
月
極
利
用
申
請
等
の
手

続
が
電
子
申
請
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
利
用
方
法

　

岡
山
県
・
市
町
村
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
手
続
に
よ
っ
て
は
利
用
者
登
録
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
岡
山
県
・
市
町
村
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
k
a
y
a
m

 
   
    
 
 
  
  
   
 
 
 
 
 

a
.

　
 
 jp
/e
-e
n
try
/

  
  
  
 
   
 

※
新
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city

.n
iim
i.o
k
a

 
   
    
 
 
     
  
   
   
 
 

y
a
m
a
.jp
/

 
 
 
 
   
 

）
か
ら
も
利
用
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
５
）

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

は
、
４
月
１
日
〜
５
月　

日
ま
で

２１

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
労
働
保
険
料

　

毎
保
険
年
度
（
毎
年
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月　

日
）
の
当
初
に

３１

概
算
（
見
込
額
）
で
申
告
納
付
し
、

翌
年
度
の
当
初
に
確
定
額
を
申
告

し
、
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
新
し

い
年
度
の
概
算
保
険
料
と
、
前
年

度
の
確
定
保
険
料
を
併
せ
て
申
告

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
年
度
更
新
手
続
き
と
い
い
ま

す
。

■
申
告
・
納
付
期
限

　

平
成　

年
度
の
年
度
更
新
の
申

１９

告
・
納
付
期
限
は
５
月　

日
ま
で

２１

で
す
。

■
そ
の
他

・
年
度
更
新
手
続
き
の
た
め
の
説

明
会
、
相
談
受
付
会
を
県
下
各

地
で
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
平
成　

年
４
月
１
日
（
平
成　

１９

１９

年
度
労
働
保
険
の
年
度
更
新

等
）
か
ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一

般
拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付
が

始
ま
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
２
０
１
２
）

　

新
見
労
働
基
準
監
督
署

　

（
�
�
１
１
３
６
）

 
野  
田  
山 
遺
跡

の 

だ 

や
ま

　

哲
多
町
成
松
の
哲
多
中
学
校
敷
地
内
に
あ
る
野
田
山
遺
跡
は
、

昭
和　

年
５
月　

日
に
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

３２

２１

　

昭
和　

年
、
旧
哲
南
中
学
校
の
時
代
に
相
撲
場
の
建
設
が
計

３１

画
さ
れ
、
そ
の
工
事
中
に
数
多
く
の
土
器
な
ど
の
破
片
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
は
、
岡
山
大
学
の
近
藤
教
授
ら
に
よ
っ
て

専
門
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
中
期
末
（
約
２
’１
０

０
年
前
）
の
弥
生
式
土
器
の
ほ
か
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
打
製
石
包

丁
な
ど
の
石
器
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
円
形
の
住
居
跡
は
、
雨
水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
低
い

部
分
に
石
を
並
べ
て

土
止
め
を
し
、
さ
ら

に
盛
り
土
で
周
囲
が

囲
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
上
に
屋
根
が
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
住
居
は
、
住
民
の

協
力
を
得
て
資
材
を

集
め
、
復
元
さ
れ
た

も
の
で
す
。

※
な
お
、
こ
の
遺
跡

は
哲
多
中
学
校
の
敷

地
内
に
あ
る
た
め
、

見
学
の
際
は
同
校
職

員
室
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
そ
の
旨
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●
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木3/1
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）  １０：００～１５：００
●市議会３月定例会本会議（一般質問）
　市本庁舎本会議場  １０：００～

金2

土3
日4
●心配ごと相談　哲多総合センター、萬歳市民センター、新
砥市民センター  ９：３０～１２：００

●市議会３月定例会本会議（一般質問）
　市本庁舎本会議場  １０：００～

月5
●市議会３月定例会本会議（一般質問）
　市本庁舎本会議場  １０：００～火6
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●市議会３月定例会本会議（一般質問予備日）

水7
●市議会市民生活常任委員会　市本庁舎議員控室  １０：００～木8
●交通事故相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●介護者の集い　神郷温泉  １０：００～１５：００
●市議会経済建設常任委員会　市本庁舎議員控室  ９：００～

金9
土10
日11
●市議会文教常任委員会　市本庁舎議員控室  １０：００～月12
●市議会総務常任委員会　市本庁舎議員控室  １０：００～火13
●特設人権・行政相談　哲多総合センター  ９：００～１２：００
●出張デイサービス　高瀬公民館  １０：００～１５：００
●市議会ラストワンマイル事業調査特別委員会
　市本庁舎議員控室  １０：００～

水14

●市議会予算審査特別委員会　市本庁舎議員控室  １０：００～木15
●市議会予算審査特別委員会（予備日）金16
●文化芸能フェスタ（１８日まで）
　おおさ総合センター  ９：００～１６：００
●ソフトバレーボール大会　哲西体育館  １８：００～２２：００

土17
●国際交流ふれあいデイ　憩いとふれあいの公園  ９：００～ 
●みんなおいでよ公民館まつり
　哲多総合センター  １０：００～１５：００

日18
月19
●合同相談　足立会館  １０：００～１２：００
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●出張デイサービス  新郷公民館  １０：００～１５：００
●市議会３月定例会本会議（閉会）  市本庁舎本会議場  １０：００～

火20

水21
木22
金23
●新見地域ケア講演会　新見商工会議所　１２：３０～１４：００土24

日25
月26
火27
水28
木29
金30
土31
日4/1
月2
火3
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００水4

木5
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)  １０：００～１５：００金6

土7

新見市西方３６１番地

（��７８５１）

行 事 予 定 月33 ・・ 44

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：００～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

展示会場の紹介
　法曽陶芸館では旧法曽

小学校の教室を利用して、

造形家の猪風来氏の作品

や、地元に伝わる法曽焼

などを展示しています。

みなさんのご来館をお待

ちしています。

●観覧料　一　般…４００円（３５０円）　中高生…２５０円（２００円）
　　　　　小学生…１５０円（１００円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日

３
月　

日
� 　

：　

か
ら
開
催　

入
場
無
料

２４

１３

３０

第　

回
文
化
講
演
会

１０
岡
山
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
Ⅱ  
竹  
久  
夢  
二 

た
け 
ひ
さ 
ゆ
め 

じ

 
�
描
く
こ
と
が
生
き
る
こ
と
�

※申告相談の日程は、市報にいみ２月号の９ページをご参照ください。

　

岡
山
の
美
術
界
は
、日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
な
ど
の
各
分

野
か
ら
、日
本
を
代
表
す
る
作
家
を
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
美
術
館
で
は
開
館　

周
年
を
記
念
し
、
新
企
画
と
し
て
、

１５

岡
山
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
す
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
は
、
岡
山
市
の
夢
二
郷
土
美
術
館
学
芸
員
の
古
川
文

子
氏
を
お
招
き
し
、
竹
久
夢
二
を
紹
介
し
ま
す
。

■
定
員　
　

人
（
申
し
込

５０

み
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（art

   

@
ex.city.niim

i.okayam
a.jp

 
            
        
    

）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《竹久夢二 立田姫》

講
師　
 
古  
川  
文 
子
   
 
氏

ふ
る 
か
わ 
ふ
み 

こ

（
夢
二
郷
土
美
術
館
学
芸
員
）

 鉄斎 『 貽  咲  墨  戯  画  帖 』と 扇  面  画 展
てっさい い しょう ぼく ぎ が ちょう せん めん が

同時開催：山室恒民風景画展

展覧会は４月１５日（日）まで開催中

○第１展示室…生命の根源シリーズ
○第２展示室…母と子の土偶と「むらかみよしこタ

ペストリー」
○第３展示室…企画展「縄文の鬼展」４月６日まで
○第４展示室…企画展「縄文造形備前展」４月６日

まで
○第５展示室…森羅万象
○通路・フリースペース…法曽焼、縄文野焼作品、

縄文芸術衣装展示



古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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こちら
編集室

おお
たた
んんじじ

ょょうう
びび

おお

めめでで
ととうう！！

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね
！！

★4月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、3月15日が締切ですので、それまでに企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。

●２月９日、哲多町矢戸の萬歳小学校で、
第６回全国障害者スポーツ大会金メダリス
ト（車いすの陸上400ｍと5000ｍ）で同校
出身の、佐

さ

藤
とう

仁
ひと

志
し

さん（哲多町矢戸）の講
話が行われました。佐藤さんは子どもたち
に、車いすレースにかける思いや、体験談
などを交え、「あきらめない気持ちを大切
にして」と語りかけました。

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます

今月の表紙

名
な

越
ごし

遥
はる

香
か

ちゃん

（神郷釜村／３・４生）

平成１９年３月１日　No.２４

●この冬はかなりの暖冬だったのを実感
した気がします。雪道を運転したのはわず
かで、昼間は暖かいと感じる日さえありま
した。このままいけば、桜の開花はどうな
るのでしょうか。寒いのはいやですが、雪
があまり降らなかったので雪解け水が少な
く、農業などへの影響が心配です。やはり
世界的にも暖冬だったらしく、これも地球
温暖化の影響だとすれば、個人レベルで、
今以上に環境に気を配らないといけないと
感じます。

西
にし

本
もと

陽
はる

菜
な

ちゃん

（高尾／３・１生）

羽
は

場
ば

瑞
みず

紀
き

ちゃん

（西方／３・16生）

長
は

谷
せ

川
がわ

一
かず

翔
と

ちゃん

（西方／３・10生）

山
やま

本
もと

俊
しゅんすけ

介ちゃん
（神郷釜村／３・８生）

中中
なかなか

本本
もともと

承承
しょうこしょうこ

江江ちゃんちゃん

（正田／３・31生）（正田／３・31生）

溝溝
みぞみぞ

尾尾
おお

冴冴
ささ

笑笑
ええ

ちゃんちゃん

（西方／３・24生）（西方／３・24生）

柴柴
しばしば

田田
たた

佳佳
かか

音音
のんのん

ちゃんちゃん

（大佐小阪部／３・17生）（大佐小阪部／３・17生）

古古
ふるふる

米米
まいまい

あすかあすかちゃんちゃん

（長屋／３・16生）（長屋／３・16生）


